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東 日本人震災を機に、人 々の「磁のケア」に対して宗教が果し得る役書1の大きさが改

めて認識され、被 災地や病院・福祉施設などで活躍できる専 Fl家として「臨床仏教師」

や「臨床宗教師」を養成しようとする新たな取り組みが始まっています。本学会ではこうした

動向に着 日して、いくつかの養成団体の代表をパネリスHこ迎え、取り組みの現状を報告し

ていただくとともに、今後の展望について質疑を行いたいと思います。

下記の通り、一般公開のかたちで研究会を開催いたしますので、皆様どうぞ、3ヽるってご

参加ください。

第2回仏教教育学研究会

ケアの現場で私たちには何ができるのか

⌒―臨床仏教師。臨床宗教師の養戌事業の現状と今後の展望⌒―

パ ネ リス ト  神   仁 民(臨床仏教研究所上席研究員 )

前田 伸子 氏(鶴見大学ヨ1学長 )

コメンテーター   蓑輪 顕量氏(東京大学大学院教授 )

司  会卜    矢 島  道 彦 氏 (日 本仏教教育学会会長・駒澤大学客員教授 )

と  き  :  平成 27年 3月 26日 (木 )13:30-16:30

ところ : 駒澤大学中央講堂

参加費 : 無料

参加申込 : 日本仏教教育学会事務局まで、ハガキか cmailで、民名・住

所・所属を明記してお申し盗み下さい。

先着順200名 。お申し込み無しでも参加できますが、満席の場

合、入場をお断りすることがあります。

※ 日本仏教教育学会事務局

〒154-8525世 口谷区駒沢1-23-1
駒澤大学仏教学部熊本英人研究室

TEL/FAX 03-3418‐ 9271
emo‖ i nbera@komaZawa_u.acjp


